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・協議会の運営体制	
・協議会の設立趣旨、経緯と会員制度の考え方	
・年次大会の企画＆運営の年間スケジュール（時間軸の共有）	
・大会参加者の状況（第２回年次大会アンケートより）	
・組織外個人会員の活動実績・課題等（2016～2017）	



RA協議会の運営体制(2017年８月現在）	

•  総会：年次大会初日夕方	
•  運営委員会：	

–  年次大会前、前日、特別総会前の３回程度の開催を予定。	
–  運営委員は、代議員のうちから構成される。	
–  運営委員は円滑な運営のため15名と規定	

•  組織会員の代議員も全員が運営委員ではない。	
•  組織外個人会員からは代議員は40人毎に1人と複数いるが、当面は運営委員は1名枠

と想定。	
	

•  専門委員会：15名の運営委員が分担して委員長＆委員を担当	
–  年次大会企画運営、情報発信、スキルプログラム、	
–  国際WG	

•  事務局：金沢大学（学長；山崎光悦、RA協議会初代会長）	
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RA協議会の設立趣旨、会員組織の考え方	

•  URAの具体的な業務は大学等によって異なっていることから、URA実務者の業務実施
能力の向上、人材育成の進め方、また、個々の大学等の特性を踏まえたURA組織の
在り方、キャリアパスについても多方面での取組みが求められています。このような状
況に鑑み、各機関が取り組んでいるリサーチ・アドミニストレーション組織の定着・展開
に向けて、それらを担う人材の育成・能力向上、課題の共有や解決についての情報交
換を促し、研究力強化への貢献、学術及び科学技術の振興並びにイノベーションへの
寄与を目的としたネットワーク組織「リサーチ・アドミニストレーター(RA)協議会」を設立
しました。	

•  URAの活動は、研究者のように個人的な活動に留まるものではなく、研究組織・機関
全体の研究活動に資するものです。したがって、所属組織の理解と協力の下、本協議
会が実施する諸活動に参加することが望ましいと考えています。このことから、本協議
会においては、研究組織・機関を対象とした組織会員を主たる会員として位置付けた
いと考えています。	

職種と機能の性格上、組織会員の活動を中心にしつつ、長期的にこの職種を発展させるために大切な、	
専門職としての人材層の充実、そのための個人レベルのネットワーキング機能の充実を目指す。	
→　組織会員機関に所属する個人会員、組織外個人会員の２種類があります。	

（山崎会長のメッセージより）	

3	17/08/30	



2011年 文部科学省	
「URAを育成・確保する
整備事業」スタート	

2013年 文部科学省	
「研究大学強化事業」　
スタート	

2009年	
学術研究懇談 (RU11)	
URAを育成・確保につ
いての議論がスタート	

2009　　　 2010　　　 2011　　 　2012　　　 2013　  2014　　2015	 　2016 　2017	
	

URAネットワーク構築に向けた活動経緯と今後�
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ＵＲＡネットワーク構築にむけた検討経緯	

第１回合同大会	

　　　2013年度　　　  　　 　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　	

URAネットワーク	
設置準備委員会	
3月10日発足	

・２０１４年２月末ま
での賛同者のうち、
「所属組織から了解
の下」設立準備に
参画するメンバー　
２２機関から構成。	
	
・２０１４年４月〜９
月（５回の全体委員
会、その他WGレベ
ルの検討を進めた）	

RA協議会	
年次大会	

　　	

・会員制度、年会費制
度を計画	
・主に組織会員による
運営	
・事務局担当大学	

運営委員会	
理事会的な機能	

第４回ＵＲＡシ
ンポ/第６回Ｒ
Ａ研究会合同
大会	

参加：４１機関	
６００人	

・年次大会は会員の年会費より支出	
・年次大会の参加費制度、企業の賛
助制度も検討	

１９日最終セッショ
ン：ネットワーク組
織設立検討開始と
参加のよびかけ	

第５回ＵＲＡシ
ンポ/第７回Ｒ
Ａ研究会合同
大会	
	
参加：○機関	
一次登録４００人	

11月18＆19日	 9月17＆18日	

分科会１	

（スキル関係）	

分科会２	

（情報発信関
係）	

分科会３	

（年次大会関
係）	

2015年度以降	
	

１８日最終セッショ
ン：協議会発足、会
員加入の呼びかけ	

2014年度	
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第２回合同大会	

RA協議会	

大会開催経費の考え方	

・「URA整備事業費」との連携	
・「研究力強化促進事業」　  	
  との連携	

2013年度　　　  　　 　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　	
2015年度以降	
	

2014年度	

5	

・URA整備事業費	
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第２回年次大会（H28年）を例にした　	
企画＆運営のスケジュール	

H28年1月8日	 組織会員予定大学へ、第２回年次大会の実行委員選出依頼、他	

1月27日	 第２回年次大会実行委員会の開催	

2月17日	 HPにて第２回年次大会開催通知	

4月8日、	
4月15日	

大学セッションの担当機関および時間割の決定、	
運営委員および実行委員へスポンサー営業の依頼	

６月上旬	 大会開催告知リーフレット配布開始、第２回年次大会参加申込み、
ポスター発表者募集開始	

７月中旬	 第２回年次大会のポスター発表者の決定	

８月上旬	 第２回年次大会予稿集Web	公開	

９月1〜２	 第２回年次大会	

例　第２回年次大会（H28年9月、福井大学）	

９月下旬	 第２ 回年次大会の総括	

10月下旬	 年次大会実施要領の作成	

11月16日	 第３回年次大会主幹校の徳島大学との引継ぎ会	

年次大会実行委員会：	
・実行委員長	
主幹校（福井）	
	
・副実行委員長	
次年度主幹校（徳島）	
	
・実行委員会は、	
協議会運営委員会の大
学から各1名が参加。	
今後は、組織外個人会
員も企画・運営に携われ
れば良いのではないか。	
	

✳︎主幹校（ホスト）は約1年半前から準備を始めています（大会開催にあたっている関係者に感謝しましょう）	
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第６回RA協議会運営委員会資料６参考	



一般参加
者,	420	

講演者・企
業講演者,	

69	

企業,	38	 幹事校等
参加者,	14	

第２回(2016)年次⼤会 参加状況�
1)	機関別参加状況　140機関　（参加機関数）　　　　　　514名（参加者数）	

国立大学,	53	

私立大
学,	24	

公立大学,	7	

省庁,	4	

研究機関,	14	

財団法人,	5	

企業,	29	

高等専門学校,	
1	 個人,	3	

第３回(2017)年次⼤会 参加状況�

[分類名]	
273	

私立大
学,	88	

公立大学,	15	

省庁,	21	

研究機関,	37	

財団法人,	5	
企業,	71	

高等専門学
校,	1	

個人,	3	
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組織外個人会員は95人	



第2回年次⼤会 事後アンケート�
回答数２０２(回答率40％) RA協議会HPより�

1)	参画機関のURA体制整備状況	 2)	参加者の役職	

3）役職をURAと回
答した方のキャリア	
（類似職含む）	

・第１回は1-2年以内が45
名33%から、第２回は24名
18%へ減少	
・他方、第１回は2-3年以
内が13名10%から、第２回
は37名28%に増加	

17/08/30	



4) 参加動機（複数回答）	

5）参加者の会員属性	

第2回年次⼤会 事後アンケート�
回答数２０２(回答率40％) RA協議会HPより�

「組織内個人会員」は、	
第１回の79名約40%から10%増の101名50%	
「組織外個人会員」は、	
第１回の51名約26%から微減の42名21%	
	
第１回のアンケート回答率は約６割	

参加の３大動機は第１
回と同様	
・ネットワーキング	
・各大学の活動を知る	
・スキルアップ	

17/08/30	



組織外個⼈会員の活動実績（2016〜2017）�
★第3回年次大会（２０１７）	
　ネットワーキングセッション	
　　　参加者ネットワーキングセッションの正規プログラム化	
　　　2日間実施、昨年度の実施結果を基にテーマを検討	
　　　1日目プレアワード、国際化　　50件	
									2日目自由テーマ　　15件　	
　	
　Interest	GroupSIGセッション　（Special ）	
　　　参加者ネットワーキングセッションの枠内でトライアル実施	
　　　競争的資金と研究戦略	
　　　	
　　　（経緯）	
　　　　昨年度、組織外個人会員の有志が	
　　　　参加者ネットワーキングとSIGセッションを	
　　　　提案し、参加者ネットワーキングを	
　　　　トライアルで実施（1日で41名が参加）。	
　　　　セッション参加だけでなく、他機関のURA	
　　　　の本音がききたい！という意見が多数	
　　　　あり、今年度は実行委員会にはかった結果、プログラム化が実現。	
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組織外個⼈会員の活動実績（2016〜2017）�

★第3回年次大会（２０１７）	
　大学セッション	
　　　組織外個人会員のセッションオーガナイズの実現	
　　　年次大会実行委委員会で、大学セッションのテーマ募集することになった際、	
　　　組織外個人会員からも提案できるようにすることを強く要望し、実現した。	
　　　組織外個人会員に募集した結果、１２件の提案があり、他のセッションとの	
　　　調整等のプロセスを経て、５件が大学セッションのテーマとして選定された。	
　　　これは、全体の２０％に当たる。	
	
　　　　	
　　　　大会運営にも　組織外個人会員のみなさんのご意見を取り入れること	
　　　　でプログラムに多様性が生まれ、魅力的なものになっている。	
	
	
　　　　　	去年のネットワーキングで意見のでた課題をセッションの題材にした	

→人材の流動性やキャリアパス	
　 省庁関係者との対話（丸山）セッションを実施した	
	
課題　ネットワーキング世話人を集めるのに苦慮	
　　　　個人会員への情報共有方法	
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組織外個⼈会員の活動実績（2016〜2017）�

★その他の活動	
　（１）ワーキンググループ（募集のあった２つのWG)	
　　　資格認証WG　　　　　　　　　　　　12名中　4名が組織外個人会員	
　　　情報の取り扱いに関するWG　　 16名中　1名が組織外個人会員	
	
　（２）Facebook	Group	
　　昨年の年次大会後、ネットワーキングセッション参加者の交流を目的	

　　 にトライアル的に開始したFacebook	Groupはメンバー57人。	
       組織会員に所属する人が29人、組織外個人会員＆非会員が28人。	
							1年間で約140の投稿があり、　機関の取組み紹介や、相談ごと、	
　　 競争的資金等公募、IR、国際等	
　　 さまざまな情報共有と、メンバー間の交流に役立っている。	
　　 Rman-j	Networking	Session	2016	
	
　　　	
　　今後の組織外個人会員の	
　活動の場の広がりに大きく期待	
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